




 

 
 

阿蘇地域における再造林推進のためのガイドライン  
  
１．再造林推進のためのガイドラインの取り決め 
阿蘇地域における資源の循環利用の推進を図るため、主伐後の再造林の推進を徹

底することとし、阿蘇地域林業担い手対策協議会委員は、「熊本県における伐採作業
と造林作業の連携等に関するガイドライン」に基づき、次のとおり「阿蘇地域にお
ける再造林推進のためのガイドライン」を取り決める。 
 
 
２．森林所有者等の行動指針 
皆伐を実施する森林所有者等（委任された伐採事業者を含む。以下、同じ。）のう

ち、造林事業者（森林所有者等に依頼されて造林を行う者。以下、同じ。）に依頼して
再造林を実施しようとする森林所有者等は、速やかな再造林実施のために、できる限
り早く、必要な情報（森林経営計画作成及び保安林指定の有無、植栽樹種、植栽本数
等）を整理・提供し、造林事業者の合意を得るものとする。 
なお、再造林に影響を与える林地残材、枝条、搬出路の取り扱いについても併せ

て協議するものとする。 
 
 
３．造林事業者の行動指針 

造林事業者は、森林所有者等から再造林の依頼があった場合は、再造林時期や苗 
木と人員の確保の見込み、補助金の割当予算等を検討のうえ、実施の可否につい 
て速やかに判断を行うものとする。 
なお、自社における再造林の実施が困難な場合には、他の事業体と調整を図るこ

ととし、調整が不調の場合、森林所有者等に対して、伐採時期の変更等について
申し入れを行うものとする。 

  
 
４．市町村の行動指針 

市町村は、森林所有者等から皆伐に係る「伐採及び伐採後の造林の届出」の提
出があった場合、再造林の実施予定者、実施方法、時期等を確認し、森林所有者
等が造林事業者に依頼することが明らかな場合は、造林事業者に対して合意の確
認を行うものとする。 
なお、造林事業者との合意が認められない場合には、合意を得るよう森林所有

者等へ協力を要請するものとする。 
  また、皆伐に係る伐採届の提出箇所が、森林経営計画の認定範囲であった場合に
は、必要に応じ、当該計画認定者に情報を提供するものとする。 

  併せて、必要に応じ、可能な範囲で森林所有者、伐採事業者、造林事業者へ森林 
 経営計画、市町村特定間伐等促進計画等の情報提供をものとする。 
 
 
５．阿蘇地域林業担い手対策協議会の行動指針 

阿蘇地域林業担い手対策協議会は、再造林を進めるために、阿蘇地域で伐採や造 
林を行う委員以外の者に対して、積極的にガイドラインの趣旨の周知に努めるとと 
もに、必要に応じて関係団体への申し入れ等の行動を行うものとする。 
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